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南相馬市の概況
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太平洋側に面したまち。東京から車で約３時間（約３００㎞）。

至仙台

福島県
南相馬市

人 口 ：５５，１７７人(令和７年７月３１日現在住民登録)

面 積 ：３９８．５８k㎡
約55％が森林、約17％が農地
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南相馬市の地域資源

北泉海岸

相馬野馬追

自然条件
年間平均気温が12℃前後で、夏は涼しく、冬は降雪の少ない温暖な気候。
市内の「北泉海岸」は、「３６５日波が立つ」とも言われるサーフィンの聖地。

観光文化
「相馬野馬追」 1,000年以上の歴史を持つ、国指定重要無形民俗文化財。
相馬地方の誇りと絆を象徴する祭り。毎年５月の最終 土・日・月曜日に開催。

生産基盤
農業は水稲が中心。市内３１か所、３，０００ha規模で大区画ほ場整備を推進中。
原発事故の影響で一時営農を休止。営農再開率は７１．５％（２０２５年度）
ブロッコリーの栽培面積は、東北１位。

ブロッコリー

南相馬米「コシヒカリ」大区画ほ場整備事業



デジタル庁ニュース

5https://digital-agency-news.digital.go.jp/articles/202508-07-1
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南相馬市のＤＸ推進

まずは、自分たちのために、働きやすい職場をつくる。

ＤＸ

行政

利便性の向上

住民

やりがい・士気
ワークライフバランス
ゆとりをもった働き

地域課題の解決〇
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南相馬市のＤＸ推進の取り組み（２０２４年度）

３つの「減らす」 と 「ＤＸ人材育成」

職員負担

紙

重複投資

ＤＸ人材

増減



２０２３年度～

農政業務では人工衛星画像を活用した可能性調査（FS）をスタート

ＤＸ推進のための活用ツール
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市役所

ＤＸ業務改革標準
パッケージ

ノンコア業務の
見直し

個別

書かない窓口 生成ＡＩ

ＢＰＯ※ 人工衛星

※ＢＰＯ 企業等が業務の一部を外部の専門業者に委託する経営戦略

etc



農政ＤＸ プロジェクトの目的
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まずは、作付の現地確認業務からＤＸをスタート

現地確認業務の負担を軽減

×人工衛星 ＡＩ（人工知能）

負担軽減 労働の質向上



作付確認

 真夏の過酷労働

 調査員は高齢化

 市外地でも確認

麦・大豆などの作物が作付けされているかを農地で確認する業務

時期 人員 場所

７~８月 延べ約３００人 市内全域
相馬市、新地町もあり
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５０年間

変わらない苦役

作付確認の写真



目視による確認。調査員は現地に行く必要あり。

現地調査は、営農計画書※が整理される夏期。酷暑で熱中症等のリスクも。

調査員が現地で目視確認
（作付面積、農作物の種類等）

農地南相馬市・ＪＡ等

これまでの作付確認
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※営農計画書
農業者が自分の農作物の生産計画を
まとめた書面。
作付面積、作物の種類などが記載され
ている。



これからの作付確認

南相馬市・ＪＡ

人工衛星 契約業者

委託

現地確認

データ
提供

衛星画像

×
12農地

職員は衛星画像とＡＩの解析結果をもとに作物を判定。

現地での作付確認が不要に。

５～７日に１度の頻度で
農地画像を撮影



作物ごとの判定パターンは、季節、光の波長などを考慮し、

１００超の特徴量で学習したAIを活用して判定

作物の判定方法

バンド
（波長の光の情報）

インデックス
（波長の光の指標）

特徴量
（ＡＩデータの情報）

× AI ＝
＊バンド
衛星画像に含まれる特定の波長の光の情報。赤・緑・青だけでなく、
近赤外線なども利用。
＊インデックス
衛星が観測したバンド同士の計算によって得られる指標。植生指数
（NDVI）等を利用。
＊特徴量

AIが作物毎のデータを理解し、分類を行うために使う情報。

作物 判定

水稲 〇・△・×

麦 〇・△・×

大豆 〇・△・×

ねぎ 〇・△・×
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衛星画像



水稲・麦・大豆は、過去３年間の蓄積した営農計画書のデータを教師データと

して機械学習。判定精度は９５％以上を確認。

野菜類については、学習データ量が水稲や麦、大豆と比較して少ない。精度が

高くなりにくい傾向。

２０２４年度の解析結果

作物
判定精度
（％）

水稲 ９５以上

麦 ９５以上

大豆 ９５以上

ねぎ ７０～９０

Copernicus Sentinel data 2024 Copernicus Sentinel data 2024

２０２４年８月／原町区ロボットテストフィールド周辺
右はNDVIデータを表示 14



２０２４年度の取組面積

現地確認

作付確認が必要な農地の１／３で衛星画像とＡＩを活用

衛星画像
ＡＩ
６００

１，４００
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２，０００
（ｈａ）



２０２５年度の取組面積

現地確認

作付確認が必要な農地の１／２で衛星画像とＡＩを活用

衛星画像
ＡＩ
８００

９００
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１，７００

＆
衛星画像
ＡＩ

（ｈａ）



２０２３～２０２５年度の効果（人件費）

▲６０％

４４人
３２０時間

▲８５％

２６３人
２，１００時間

１０７人
８５０時間

17２０２４年度２０２３年度

人件費の削減効果は、２０２４年度は▲６０％※、２０２５年度は▲８５％※を実現

※２０２３年度比

２０２５年度



区分 ２０２３ ２０２４ ２０２５

人件費 ５，０００ ２，０００ ８００

委託費（LI社） ０ ２，６００ ３，１００

合計 ５，０００ ４，６００ ３，９００

２０２３年比較 ▲８％ ▲２２％
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２０２３～２０２５年度の効果（経費）

（単位：千円）

経費の削減効果は、２０２４年度は▲８％※、２０２５年度は▲２２％※を実現

※２０２３年度比
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人工衛星を活用した作付確認の感想

協議会職員だけでなく、農家にとってもメリットを実感

協議会など

土日の仕事

謝礼の支払 説明会

終日の運転

虫さされ

日焼け

道に迷う クレーム

農家

土日の仕事

確認票の設置

交通事故

説明会

終日の運転

虫さされ

日焼け
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なくなってよかったこと



参加自治体と農家からのアイデア

協議会の
現地調査

現地調査や農家の仕事には、衛星画像やＡＩを活用できる

中山間

違反転用

水不足

遊休農地

収穫量

鳥獣被害

農家
の仕事

水不足

土壌成分

病害予想

家畜管理

収穫量

鳥獣被害

多面的

災害状況 水張り

収穫適期
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水田ＤＸを進めるうえでの課題

営農計画書とeMAFF地図のデータが合わない。

土地課税台帳
（市税務課）

営農計画書
（生産者）

農地台帳
（市農業委員会）

農委会サポート
システム

（市農業委員会）

eMAFF地図
（農水省）

連携（一致）

毎年６/１付
毎年９月にアップデート

（業務委託）
連携
（一致） 職員が手入力かＣＳＶでアップデート

×
△

不定期に自動アップデート

・畑を田にしているケース
・複数の田を１つにしているケース
・１つの田を複数にしているケース
・地番を書き換えているケース

連携
（一致）

【登記ベース】

【登記ベース】

【登記ベース】＆【現況ベース】
【登記ベース】 不一致
【現況ベース】 だいたい一致？

紙の営農計画書を修正する業
務

不一致
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２０２５年度に挑戦していること

１，５０
０ 22

作付確認業務と農地パトロールなどの業務がバラバラ。
農地情報をデータ連携させて、人工衛星とAIを活用。

１つのオープンMapに。

人工衛星・AI

排水性・日照量耕作放棄地

栽培品目地番・面積

１つの地図に

各課が保有する
農地情報

農地情報

売りたい・貸したい etc

×
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・重複調査と不整合の解消

・新規就農者への支援強化
（農地の斡旋）

・農業者への営農支援
（生育診断・土壌診断）

イメージ



担当者の意見

ＤＸ推進は業務改善から

ＤＸ推進 現状の職場環境

業務改善

ギャップ

解消

ＤＸの成功
◆改善余地の把握
◆業務の標準化
◆ＤＸ人材育成
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❏ 切り取りなしで調査員の負担を軽減

❏ ほ場整備地区には送付しない

❏ 農家の設置にかかる手間を省く

改善例

省力化・低コスト化

【ＡＦＴＥＲ】【ＢＥＦＯＲＥ】



官民連携の取組によって、企業誘致が実現

南相馬市とＬＡＮＤ ＩＮＳＩＧＨＴ（株）が連携協定を締結。

水田ＤＸの共創の取組からビジネスチャンスが創出。企業誘致が実現

連携協定
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2024年３月
「人工衛星データの活用を進める連携協定」締結

共創

改善余地の把握

水田ＤＸ

ＤＸ人材の育成

ＬＩ社

2024年６月

南相馬市に
本社移転



記事紹介 「月刊 事業構想」・日本農業新聞

25

２０２４/９/１５

日本農業新聞
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記事紹介 「宙畑（ＳＯＲＡＢＡＴＡＫＥ）」



◆ＤＸを作付確認から農政全般 そして市政へ

◆宇宙と衛星データをフル活用

協議会・市役所業務の品質向上へ

◆まずは作付確認業務から成果を積み上げていく

これから

ご清聴ありがとうございました。
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